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□ 区からのコメント

○地域福祉保健計画地区別計画の策定を地区社協が主体的に進められるように、地区支援計画書を作成し、中
間・期末期振り返りを行います。
○区社協・行政・ケアプラザで情報共有し、地区別計画について地域住民へ関心を持ってもらえるよう、地区社協
の活動とともに、各町内へ周知・広報の後方支援を行います。

○あったかネットワークで作成された地域情報の共有や見守り支援についての振り返りを実施します。
○「キャラバンメイト」に興味を持っていただけるよう、地域の方と認知症ケアについて気軽に話しあえる場を作っ
ていきます。

○認知症サポーターを対象にステップアップ講座を実施します。
○キャラバンメイト連絡会で認知症サポーター養成講座の内容を検討し、地域住民に伝えやすい講座を共に行っ
ていきます。

○地域で活動するボランティア団体とケアマネジャーとの交流会をエリア内で開催し、地域の課題を共有できる場
を設けていきます。

令和２年度 もえぎ野地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

〇情報発信の仕組みづくり、気づきの啓発を行っているが、自治会未加入世帯への働きかけや商店会など人
が立ち寄る場への啓発が不十分なため積極的に声掛けを行っていく。
〇見守りの必要な人や高齢者のひとり暮らし等、地域で孤立しやすい人が緩やかに地域とつながる仕組みを
確立していく。
〇家具の移動･窓拭きなどが出来ない、外出したい（食事会や趣味など生活の潤い面）、家族の介護があり出
掛けられないとのアンケート結果を受け、誰もが参加しやすい生活支援ボランティアの仕組みつくりを行う。
〇キャラバンメイトが力を発揮できるよう、さらなる資料提供やミニ研修などを行っていく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

令和２年度横浜市もえぎ野地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

○施設の管理運営において、業務委託や物品購入を行う際は、法人の規程に基づ
き、業者選定を公正に行います。
○地域包括支援センターにおいて、相談者が事業所選択をする際、公正中立を保つ
ため、事業所一覧等を活用し、必要な情報を提供します。
また、相談者への公平中立に関するアンケートを実施し、対応の振り返りを行いま
す。
○介護保険事業においては、サービス事業所の選択において、公正中立に基づき、
利用者の課題を解決できる事業所を選択します。情報公表の評価や届出状況等を把
握し、客観的に評価が高く、法令遵守している信頼のおける事業所を紹介できるよう

     努めます。
     

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

○法人で作成した「事故・ヒヤリハットマニュアル」によって、事故とヒヤリハットを明確
に区分し、法人が運営する各施設からの事故やヒヤリハット事例の報告を集計・分析
し、所長会で情報共有しています。また、所内の職員会議においても防止策等につい
て検討し、事故予防に組織的に取り組みます。
○施設においてヒヤリハットが起きた時は、その都度部門を超えて、朝・夕のミーティ
ング等を介し職員間で共有することで、事故予防につなげます。また、事故防止に関
わる研修を所内で行い、職員一人ひとりの意識啓発に努めます。
○｢横浜市個人情報の保護に関する条例｣ならびに｢社会福祉法人横浜市社会福祉
協議会が保有する個人情報の保護に関する規程｣に基づき、個人情報の保護に努め
ます。
○職員には法人ならびに施設において、個人情報保護に関する研修を実施し、意識
啓発と個人情報の保護に努めます。また、朝・夕のミーティングの際、業務前事前
チェックを行うことで、日々、個人情報保護の大切さをその都度、再認識し、業務を遂
行します。個人情報が含まれるファイルの管理は施錠管理、パソコンの持ち出しがで
きないようにし、パスワードの設定など適正なセキュリティ管理を行います。
○個人情報を施設外へ持ち出す際は、個人情報持ち出し管理簿を用いた管理を行い

         ます。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

利用者が自ら目標を持って健康増進・介護予防ができ、自立した生活を送ることがで
きるよう支援します。また、職員及び地域のケアマネジャーが地域包括ケアシステム

     を意識したケアマネジメントへの取り組みが出来るように働きかけをします。

管理者 保健師等　　１名　（常勤兼務）
社会福祉士　　　　 　１名　（常勤兼務１名　非常勤１名）
主任ケアマネジャー 0名　（常勤兼務）

 介護支援専門員　　 ２名　（非常勤）

居宅介護支援事業

利用者・ご家族の意思を尊重し、住み慣れた地域で自立した日常生活が継続できるよ
うに、地域の医療・福祉・ボランティア等を総合的に提案・調整し、効率的な支援を行
います。また、ケアマネジャーの資質向上のため事例検討等を実施し、より良いケー

     ス対応に努めます。

管理者　　　　　　　　１名（常勤兼務）
     介護支援専門員　　３名（常勤１名　非常勤２名）



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

【通所介護事業】
　　　　　　　 　（１割）　  　(２割）　　　   （３割）
要介護１　　 　６０２円 　１，２０３円　  １，８０４円
要介護２　　　 ７１１円　 １，４２２円　  ２，１３３円
要介護３　　 　８２０円　 １，６４０円　  ２，４６０円
要介護４　　　　 ９３円　 １，８５９円  　２，７８９円
要介護５　 １，０３９円　 ２，０７８円　  ３，１１７円
●食費　　　　 ８００円
●入浴加算　 　５４円　　　 １０８円　　  　１６１円
●個別機能訓練Ⅱ
　　　　　　　　　  ６０円　　　 １２０円　　  　１８０円
●体制強化加算Ⅰイ
　　　　　　　　　  ２０円　　　　 ３９円　　　  　５８円
●中重度ケア体制加算
　　　　　　　　  　４９円　　　　 ９７円　　　  １４５円
●介護職員処遇改善加算Ⅰ
　所定単位数に1000分の59を乗じた単位数を加算します
●介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ
　所定単位数に1000分の12を乗じた単位数を加算します

【第1号通所事業】
　　　　　　　　　 （１割）　　　(２割）　　　（３割）
要支援１　 １，７５５円 　３，５４９円　  ５，３２３円
要支援２（１）
　　　　　　　  　７１１円　 １，４２２円　  ２，１３３円
要支援２（２）、事業対象者
　　　　　　  ３，６３８円　 ７，２７５円　１０，９１２円
●食費　       ８００円
●入浴加算　 　５４円　　　 １０８円　　 　 １６１円
●個別機能訓練Ⅱ
　　　　　　　　　  ６０円　　　 １２０円　  　　１８０円
●体制強化加算Ⅰイ
要支援１　　　　 ７８円　　　 １５５円　　　  ２３２円
要支援２（１） 　 ７８円　　　 １５５円　　　  ２３２円
要支援２（２）　１５５円　　　 ３０９円　　　  ４６３円
●介護職員処遇改善加算Ⅰ
　所定単位数に1000分の59を乗じた単位数を加算します
●介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ
　所定単位数に1000分の12を乗じた単位数を加算します

管理者　１名（常勤）
生活相談員　３名（常勤・非常勤）
看護師　５名（非常勤・兼務）
機能訓練指導員　５名(非常勤・兼務)

           介護職員　１３名（非常勤）

契約
者数
等 【契約者数】　　　　　　　　９６名 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】　　８，７４０人 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

利用者・ご家族へ寄り添い、安心して自分らしく暮らすた
めの支援を多職種と協働し進めます。居宅と通所のチー
ムワークを強化し、互いのサービス向上を目指し取り組
みを進めます。「安全・安心」「サービスの質の向上」「効
率性」をチームで考え安定したデイサービス運営を目指

           します。

【実施日数】　週７日
【提供時間】　１０：１５～１５：２０

   【定員】　４５名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

13,933,219 13,933,219 13,933,219 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

6,519,000 6,519,000 6,519,000

20,452,219 0 20,452,219 0 20,452,219

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,222,360 0 12,222,360 0 12,222,360

7,880,000 7,880,000 7,880,000

720,000 720,000 720,000

1,200,000 1,200,000 1,200,000

6,000 6,000 6,000

10,000 10,000 10,000 ハマふれんど

65,000 65,000 65,000

2,341,360 2,341,360 2,341,360

1,592,000 0 1,592,000 0 1,592,000

15,000 15,000 15,000

180,000 180,000 180,000

20,000 20,000 20,000

20,000 20,000 20,000

150,000 150,000 150,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

0 0

20,000 20,000 20,000

10,000 10,000 10,000

20,000 20,000 20,000

0 0

150,000 150,000 150,000

1,000 1,000 1,000

50,000 50,000 50,000

956,000 956,000 956,000

960,000 0 960,000 0 960,000

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

918,000 918,000 918,000

0 0

4,503,859 0 4,503,859 0 4,503,859

1,600,000 1,600,000 1,600,000

550,000 550,000 550,000

60,000 60,000 60,000

910,000 0 910,000 0 910,000

空調衛⽣設備保守 250,000 250,000 250,000

消防設備保守 120,000 120,000 120,000

電気設備保守 40,000 40,000 40,000

害⾍駆除清掃保守 40,000 40,000 40,000

駐⾞場設備保全費 60,000 60,000 60,000

その他保全費 400,000 400,000 400,000

900,000 900,000 900,000

483,859 483,859 483,859

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

700,000 0 700,000 0 700,000

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

20,452,219 0 20,452,219 0 20,452,219

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

918,000 0 918,000 0 918,000

△ 918,000 0 △ 918,000 0 11,304,360

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 6,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和2年度　「もえぎ野地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,640,741 28,640,741 28,640,741 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,795,000 5,795,000 5,795,000 横浜市より
0 0

0 0

2,154,000 2,154,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,154,000 2,154,000 2,154,000

36,743,741 0 36,743,741 0 36,743,741

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,689,000 0 32,689,000 0 32,689,000
17,809,000 17,809,000 17,809,000
4,817,000 4,817,000 4,817,000
9,104,000 9,104,000 9,104,000

30,000 30,000 30,000
35,000 35,000 35,000 ハマふれんど

850,000 850,000 850,000
44,000 44,000 44,000

1,428,000 0 1,428,000 0 1,428,000
50,000 50,000 50,000
150,000 150,000 150,000

0 0
80,000 80,000 80,000

300,000 300,000 300,000
0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
150,000 150,000 150,000

0 0
0 0

50,000 50,000 50,000
0 0

10,000 10,000 10,000
1,000 1,000 1,000

0 0
637,000 637,000 637,000

1,363,000 0 1,363,000 0 1,363,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

264,000 264,000 264,000
154,000 154,000 154,000
315,000 315,000 315,000 予算：指定額

0 0
1,137,741 0 1,137,741 0 1,137,741

370,000 370,000 370,000
150,000 150,000 150,000

210,000 210,000 210,000
223,000 0 223,000 0 223,000

空調衛⽣設備保守 63,000 63,000 63,000
消防設備保守 23,000 23,000 23,000
電気設備保守 9,000 9,000 9,000
害⾍駆除清掃保守 0 0
駐⾞場設備保全費 18,000 18,000 18,000
その他保全費 110,000 110,000 110,000

180,000 180,000 180,000

4,741 4,741 4,741
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

36,743,741 0 36,743,741 0 36,743,741
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
733,000 0 733,000 0 733,000

△ 733,000 0 △ 733,000 0 △ 733,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和2年度　「もえぎ野地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



2年４月１日～　　　3年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

9323 9323 20842 20842 80137 80137 0

9323 0 9323 0 350 482 0 482 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

9323 9323 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0

受託事業収入 0 350 350 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 482 482 0

18646 0 18646 20842 0 20842 80619 0 80619 0 0 0

9355 9355 14581 14581 54856 54856 0

26 26 61 61 129 129 0

182 182 1258 1258 15341 15341 0

0 0 0 0 7363 7363 0

7619 0 7619 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 7619 7619 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

17182 0 17182 15900 0 15900 77689 0 77689 0 0 0

1464 0 1464 4942 0 4942 2930 0 2930 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

令和2年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：もえぎ野地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援



もえぎ野地域ケアプラザ

1 ミントの配食 H13
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

包括エリア内の要援護者を対象に、独居
高齢者および高齢者世帯の安否確認を
目的とする。弁当の配達部分を個人ボラ
ンティアが担う。

１：高齢者

要支援要介護者等の見守りを兼ねた､昼
食の弁当配達。調理はボランティアグ
ループ「ミントの会」、配達は「もえぎ野配
食サポーター」が担う。
<第１火曜日>

2 親子の広場「てとてとあおば」 H13
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

主に未就園児とその家族を対象に、子育
てを世代間で支え、地域での子育てを支
援する。また、参加する母親同士の交流
の場、育児リフレッシュの場とし、母親支
援も行なう。 ３：養育者及

び乳幼児

親子が一緒に集える広場を実施。親同士
のつながりをとおして、育児リフレッシュの
機会を提供。子育てを引退したスタッフ、
子育て中のスタッフが中心となって広場を
運営する。出入り自由、事前申込不要。
<第１・２・５月曜日、第２水曜日、第４火曜
日>

3 布おもちゃ貸出 H18
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

布おもちゃ製作ボランティアグループより
寄贈された布おもちゃを、館内外に貸出。
館外貸出については、貸出窓口を製作ボ
ランティアグループに依頼することで、利
用者と製作者が直接交流し、製作者側が
利用者のニーズを拾えるよう促す。

３：養育者及
び乳幼児

布おもちゃ製作ボランティアグループの活
動時間内に貸出窓口を設け、利用者と製
作者が直接交流する。
　<館外貸出：第１・３金曜日、第２・４水曜
日><館内貸出：随時>

4 図書貸出事業 H18
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

施設内に図書コーナーを設け、年齢問わ
ず蔵書の貸出をする。読書の機会・きっか
けをつくる。 ５：地域

図書の貸し出しと、ボランティアグループ
に協力のもと、蔵書管理を行う。

5 あったかネットワーク H28
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

もえぎ野地域ケアプラザのエリア（上谷本
地区・谷本地区）で活動する人が集まり、
この地域の課題を出し合い、それに対す
るイベントや事業を実施する。 ５：地域

福祉教育・啓発活動、見守り、多世代交
流の場の開催等、地域課題を共有し、解
決策を検討。地域住民や商店会等と協力
して、具体的な活動を行う。対象は分野を
超えた全住民。

6 あおば子ども食堂 H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもの居場所や子どもの貧困等、社会
的孤立の現況把握・解決につなぐことを
目指す。あおば子ども食堂実行委員会お
よび青葉区社協と共催で実施。尚、同日
に他３施設（ふれあい青葉・さつきが丘
CP・美しが丘CP）も実施し、区内各エリア
の特性をより把握する。

４：子ども・青
少年

子ども食堂実行委員会のボランティアに
よる手作りのお味噌汁とおにぎりを提供す
る。参加費は１００円。
<毎週水曜日>

7 フリー学習スペース H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

放課後、学習する場のない小学生・中学
生が学習できる環境を整備し提供する。
学習をとおして放課後の居場所となるほ
か、経済的に塾等に通うことのできない児
童を支援することを目指す。

４：子ども・青
少年

小学生と中学生が自由に自分のペースで
学習に取り組むことが可能な学習スペー
スを開放。学習支援できるボランティアが
２名在室し、質問等について対応する。
<毎週水曜日>

8 もえぎ野茶屋 H30
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

上谷本･谷本地区および周辺に在住で、外出
の機会が少ない概ね６５歳以上の高齢者の交
流を目的とする。また、ケアプラザ登録団体に
ボランティア活動等の協力をしてもらい、団体
の福祉保健活動を発展させるきっかけの場と
しても活用する。

１：高齢者

自由に過ごす「お茶会」、講師を迎えて交
流しながら行う「体操」の２部制の社会的
交流の場を提供する。また、参加者の
ニーズ把握や地域情報提供の場とする。
事前申込不要。
<第２水曜日>

9 子ども無料ヘアカット H31
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

専門の美容師にカットしてもらう機会の少
ない児童、夕方を独りで過ごす児童や、
障害児を対象に、ヘアカットの場を提供
し、地域の児童支援を目指す。

４：子ども・青
少年

子どもを対象にした無料ヘアカット。事前
予約制。
<隔月１回火曜日>

10 車いすレクダンス体験教室 H29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

高齢化により担い手が不足しいる登録団
体の、新規担い手発掘を目的とした。

５：地域

認定NPO法人車椅子レクダンス普及協会
による、車椅子レクダンスの体験。

11 もえぎ野まつり（仮） H９
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

より幅広い世代の地域住民にセンターを
利用してもらう為の周知を目的として実
施。プログラム全体において、地区社協等
の協力を得ながら、地域と共に行う事業と
位置づけている。 ５：地域

地域組やケアプラザの登録団体等による
バザーや展示ブース、模擬店等を実施。
また、運営にはボランティアの協力も得
る。地域の薬局やクリニック等、民間団体
の協力を得て、健康測定や虫歯予防の啓
発を行う。

12 介護者のつどい H23
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

在宅で介護を行っている方を対象に、介
護についての情報交換をすることで介護
者間の交流を深め、ピアカウンセリングを
行うことを目的とする。

５：地域

介護者間の意見交換を行う。介護者の希
望に応じたオブザーバーの調整を予定。
介護者が参加しやすいよう曜日を固定せ
ず開催。
5/12、7/15、10/13、12/10、R3.2/25

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和２年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

13 キャラバンメイト連絡会 H28
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域向け認知症サポーター養成講座の
内容を検討し、意見交換を行うことでキャ
ラバンメイトの自主性や意欲を引き出す、 ５：地域

キャラバンメイト間の意見交換、認知症サ
ポーター養成講座内容の検討。
認知症サポーター養成講座開催前に実
施するため四半期に1回実施予定。

14 認知症サポーター養成講座 H23
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民同士で認知症について理解し、
見守りあえる関係を作れるようにするた
め、認知症の普及啓発や利用促進も目的
とする。

５：地域

小・中学校、高齢者施設、地域住民、企業
を対象に行う。
四半期に1回実施予定。

15 わたしノート書き方講座 H29
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

エンディングノートの必要性とともに遺言・
成年後見制度にもついても伝えることで、
エンディングノート、遺言・成年後見制度
の普及啓発を目的とする。

５：地域

区内の包括と共同で開催する。
専門職による遺言、税年後見制度の講座
包括職員によるエンディングノートの説
明。書き方の講話。
年度中に1回を予定。

16 権利擁護講座 H24
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域住民に対して必要と思われる内容に
ついて権利擁護講座を実施することで、ト
ラブル防止や自己決定しやすくなるよう、
啓発を行う。

５：地域

・遺言・相続・成年後見講座
・消費者被害防止等、地域の実情に応じ
た講座開催を行う。
半年に1回実施予定。

17 広報紙「ファイトもえぎ野」発行
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

もえぎ野地域ケアプラザおよび老人福祉
センター横浜市ユートピア青葉の事業周
知や地域情報を紹介する。 ５：地域

町内会および近隣の公共施設・クリニック
等へ回覧・配布。
＜年６回、隔月発行＞

18 血圧チェック・個別相談
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

老人福祉センター横浜市ユートピア青葉
と共催。包括支援センター保健師等によ
る血圧測定、職員による生活相談を実施
し、介護予防･権利擁護の普及啓発を図
る。

１：高齢者

参加しやすいように室内ではなく、廊下や
フリースペースを活用して実施する。
＜原則第２火曜日・第３水曜日＞

19 利用登録団体交流会
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザに利用登録をしている団体対
象に、団体間の交流のきっかけづくり、当
施設また本会への理解促進･啓発、より
利用しやすいセンターづくりを目的とす
る。

１：高齢者

年1回開催予定
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